


はじめに① 防水工法について

大面積の陸屋根には水を通さない「メンブレン防水層」が欠かせません。陸屋根の防水はRC造、S造の主要な防
水工法で、信頼性の高い多様な技術が発展しています。木造においては連続被膜の防水機能に加えて下地水分の
脱気や軽量化など、木造下地の条件に対応する仕様・エ法・材料の選択が必要です。

〈不透水性の連続被膜による防水機能〉

建築防水を支える3大防水工法と言えば、改質アスファルト系シート防水・塩化ビニル樹脂系シート防水・ウレタンゴム

系塗膜防水。原材料や製造工程の違いから、シート状の定形材料と液体状の不定形材料に分けられます。

①塗る防水（ウレタンゴム系塗膜防水）

現場で液状の防水材料を塗り、化学反応で被膜をつくります。狭小な部位など

に有効です。

②塗る＋貼る防水（改質アスファルト系シート防水）

溶融アスファルトとアスファルトシートを積層し厚みのある防水層をつくります。

水密性・耐久性ともに優れています。

③貼る防水（塩化ビニル樹脂系シート防水）

接鶉剤でシ ー トを下地に貼り付けて防水層をつくります。簡便性や意匠性に優

れています。

上記のそれぞれの特長を活かし、与条件にあった防水材を選択するようにしましょう。

②

③

〈オリジナル脱気工法による下地水分の排出機能〉

木造下地にとって水分は大敵。防水層の施工後も下地に留まり続ける湿気

を外部に排出するシステムが、オリジナル脱気工法です。不透水シートの裏

面にストライプ状に改質アスファルト粘

着層をコ ー ティング。剥離フィルムを剥

がして下地に貼り付けるだけで通気路

が完成し、専用の脱気筒から外部に水分

を排出。木造下地を腐朽から防ぎます。 シート裏面イメージ
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※1 保護塗料選定表　（塗布量　㎏/㎡）

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-1960（1）

セメント系ボード（12㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-1960（1）

直交集成板(36㎜以上) DR-1960（2）

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

WFX-025GF･SD

SPファインカラー
（0.4～0.5）

SPミッドカラー
(0.2～0.3）

SPサーモコート
（0.8～1.0、2回塗り）

SPファインカラー
（0.2～0.3）

WFX-025GF･TH WFX-025GF･SF

-

SPミッドカラー
(0.5～0.6）

2 ダンパーシート -

WFX-025GF

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください。（平面部：ステンレスベーパスW、立上り部：ベーパス）価格別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPミッドカラー、SPファインカラー）により設計価格は異なります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

－

1 水性プライマーAS 0.2

強力フラットフェース

Vベース1000

水性プライマーAS

3 ギルフォーム

6 保護塗料 ※1

4 －

アスタイトM・流し貼り

- 保護塗料 ※1

強力ストライプZ

強力フラットフェース

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名

WFX-025GFシリーズ.ACS

1.2

-

平面部：

-

立上り： WFV-025

0.2

(㎏/㎡)

-

-

－ -

●防火認定が必要な場合は、SPサーモコート仕上げとする。

-

アスタイトM・流し貼り 1.2

①

②

5

●ACS仕様の場合、仕様番号の後ろに追記の例　WFX-025GF・TH.ACS

仕様番号

工程6

4

3

2

1

3

2

1

6①

平面部

立上り

5

6①

改質アスファルト系シート防水 FRAT 仕上げ

ストライプ工法

断熱・脱気・防湿仕様（ACS使用）

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

■防火認定

DR-1960(1)

DR-1960(2)

6②

6②



-

※1 保護塗料選定表　（塗布量　㎏/㎡）

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-1960（1）

セメント系ボード（12㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-1960（1）

直交集成板(36㎜以上) DR-1960（2）

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

－

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください。（平面部：ステンレスベーパスW、立上り部：ベーパス）価格別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPミッドカラー、SPファインカラー）により設計価格は異なります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

仕様番号 WFX-025G･SD

●ACS仕様の場合、仕様番号の後ろに追記の例　WFX-025G・TH.ACS

●防火認定が必要な場合は、SPサーモコート仕上げとする。

WFX-025G･TH WFX-025G･SF

工程6

①
SPファインカラー

（0.4～0.5）
SPミッドカラー

(0.5～0.6）

②
SPミッドカラー

(0.2～0.3）
SPサーモコート

（0.8～1.0、2回塗り）
SPファインカラー

（0.2～0.3）

-保護塗料 ※1

アスタイトM・流し貼り

6 保護塗料 ※1 -

4 強力ストライプZ - － -

5 強力フラットフェース
－ -

アスタイトM・流し貼り 1.2

1.2

1 水性プライマーMS 0.2 水性プライマーAS 0.2

2 セメントMS・線状貼り 0.6 Vベース1000 -

3 ギルフォーム - 強力フラットフェース -

平面部： WFX-025G 立上り： WFV-025

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名 (㎏/㎡)

WFX-025Gシリーズ.ACS

4

3

2

1

3

2

1

6①

平面部

立上り

5

6①

改質アスファルト系シート防水 FRAT 仕上げ

ストライプ工法

断熱・脱気仕様（ACS使用）

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

■防火認定

DR-1960(1)

DR-1960(2)

6②

6②



-

-

※1 保護塗料選定表

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-1960（1）

セメント系ボード（12㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-1960（1）

直交集成板(36㎜以上) DR-1960（2）

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

＊シールにはＧＣラインを用いる。

－

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

●防火認定が必要な場合は、SPサーモコート仕上げとする。

5 新強力エコフィットC -
（端部　シール＊） -

●仕様番号の後ろに追記の例　WSF-015GF･TH

保護塗料
塗布量
（㎏/㎡）

仕様番号の
後ろに追記

SPサーモコート

（端部　シール＊） -

0.4～0.6 ・SF

-

0.8～1.2
（2回塗り）

・TH

SPミッドカラー 0.5～0.7 ・SＤ

0.2

-

6 保護塗料 ※1

保護塗料 ※14 強力アンダーFS

立上り：

1

（端部　シール＊）

WSF-015GFシリーズ

(㎏/㎡)

WSFV-015

使用材料名

平面部： WSF-015GF

(㎏/㎡) 使用材料名

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください。（平面部：ステンレスベーパスW、立上り部：ベーパス）価格別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPミッドカラー、SPファインカラー）により設計価格は異なります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

水性プライマーAS

-新強力エコフィットC

2 ダンパーシート -

3 ギルフォーム -
（端部　シール＊）

0.2 水性プライマーAS

Vベース1000

SPファインカラー

4

3

2

1

3

2

1

4

平面部

立上り

改質アスファルト系シート防水

エコフィット工法

断熱・脱気・防湿仕様

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

5

6

■防火認定

DR-1960(1)

DR-1960(2)

GCライン



-

-

※1 保護塗料選定表

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-1960（1）

セメント系ボード（12㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-1960（1）

直交集成板(36㎜以上) DR-1960（2）

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

●仕様番号の後ろに追記の例　WSF-015G･TH

●防火認定が必要な場合は、SPサーモコート仕上げとする。

－

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください。（平面部：ステンレスベーパスW、立上り部：ベーパス）価格別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPファインカラー、SPミッドカラー）により設計価格は異なります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

SPファインカラー 0.4～0.6 ・SF

SPミッドカラー 0.5～0.7 ・SＤ

保護塗料
塗布量
（㎏/㎡）

仕様番号の
後ろに追記

SPサーモコート
0.8～1.2

（2回塗り）
・TH

5 新強力エコフィットC -
（端部　シール＊） -

＊シールにはＧＣラインを用いる。
6 保護塗料 ※1

（端部　シール＊） -

（端部　シール＊）

4 強力アンダーFS - 保護塗料 ※1

（端部　シール＊）

3 ギルフォーム - 新強力エコフィットC -

1 水性プライマーAS 0.2 水性プライマーAS 0.2

2 DIPSセメントEF・線状貼り 0.6 Vベース1000 -

平面部： WSF-015G 立上り： WSFV-015

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名 (㎏/㎡)

WSF-015Gシリーズ

4

3

2

1

3

2

1

4

平面部

立上り

改質アスファルト系シート防水

エコフィット工法

断熱・脱気・防湿仕様

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

5

6

■防火認定

DR-1960(1)

DR-1960(2)

GCライン



※1 保護塗料選定表　（塗布量　㎏/㎡）

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-2013（1）

セメント系ボード（12㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-2013（1）

直交集成板(36㎜以上) DR-2013（2）

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

②
SPサーモコート

（0.8～1.0、2回塗り）
SPファインカラー

（0.2～0.3）
SPミッドカラー

(0.2～0.3）

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名 (㎏/㎡)

2 強力ストライプZ - Vベース1000 -

1 水性プライマーAS 0.2 水性プライマーAS 0.2

平面部： WFX-025 立上り： WFV-025

WFX-025シリーズ.ACS

アスタイトM・流し貼り アスタイトM・流し貼り 1.2

4 保護塗料 ※1 - 保護塗料 ※1 -

3 強力フラットフェース - 強力フラットフェース -

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください。（平面部：ステンレスベーパスW、立上り部：ベーパス）価格別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPファインカラー、SPミッドカラー）により設計価格は異なります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

●ACS仕様の場合、仕様番号の後ろに追記の例　WFX-025・TH.ACS

－

●防火認定が必要な場合は、SPサーモコート仕上げとする。

仕様番号 WFX-025･TH WFX-025･SF WFX-025･SD

工程4

①
SPファインカラー

（0.4～0.5）
SPミッドカラー

(0.5～0.6）

4

3

2

1

3

2

1

4

平面部

立上り

改質アスファルト系シート防水 FRAT 仕上げ

ストライプ工法

.脱気仕様（ACS使用）

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

■防火認定

DR- 2013 (1)

DR- 2013 (2)



※1 保護塗料選定表

●仕様番号の後ろに追記の例　WＳF-015・TH

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-2013（1）

セメント系ボード（12㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-2013（1）

直交集成板(36㎜以上) DR-2013（2）

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

WSＦ-015シリーズ

平面部： WSF-015 立上り： WSFV-015

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名 (㎏/㎡)

2 強力アンダーＦＳ - Vベース1000 -

1 水性プライマーAS 0.2 水性プライマーAS 0.2

（端部　シール＊） （端部　シール＊）

3 新強力エコフィットＣ - 新強力エコフィットC

4 保護塗料 ※1 - 保護塗料 ※1 -

-

（端部　シール＊） （端部　シール＊）

＊シールにはＧＣラインを用いる。

保護塗料
塗布量
（㎏/㎡）

仕様番号の
後ろに追記 ※2

SPサーモコート
0.8～1.2

（2回塗り）
・TH

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください。（平面部：ステンレスベーパスW、立上り部：ベーパス）価格別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPファインカラー、SPミッドカラー）により設計価格は異なります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

●防火認定が必要な場合は、SPサーモコート仕上げとする。

SPファインカラー 0.4～0.6 ・SF

SPミッドカラー 0.5～0.7 ・SＤ

－

4

3

2

1

3

2

1

4

平面部

立上り

改質アスファルト系シート防水

エコフィット工法

脱気仕様

■防火認定

DR- 2013 (1)

DR- 2013 (2)

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

GCライン



※1 保護塗料選定表

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-2013（1）

セメント系ボード（12㎜以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-2013（1）

直交集成板(36㎜以上) DR-2013（2）

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

WSAP-020シリーズ.ACS

平面部： WSAP-020 立上り： WSAPV-020

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名 (㎏/㎡)

2 ASパッチ - Vベース1000 -

1
強力アスポットB
（ASディスク・ビス）

- 水性プライマーAS 0.2

アスタイトM流し貼り アスタイトM流し貼り 1.21.2

3 強力ガムフェースEX - 強力ガムフェースEX -

-

保護塗料
塗布量
（㎏/㎡）

仕様番号の
後ろに追記

4 保護塗料 ※1 - 保護塗料 ※1

0.8～1.2
（2回塗り）

・TH

●ACS仕様の場合、仕様番号の後ろに追記の例　WSAP-020・TH.ACS

SPファインカラー 0.4～0.6 ・SF

SPサーモコート

・ASディスクの固定には、指定の木下地専用ビスをご使用ください。
・季節や立地条件等によって、立上りのプライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください。（平面部：ステンレスベーパスW、立上り部：ベーパス）価格別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPファインカラー、SPミッドカラー）により設計価格は異なります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

※ディスクの固定ピッチ、垂木ピッチは想定される風圧力に応じて決定する必要がありますので、弊社営業員までご相談ください。基準風速38m/sを超
える地域についてはお勧めしかねる場合があります。

SPミッドカラー 0.5～0.7 ・SＤ

－

4

3

2

1

3

2

1

4

平面部

立上り

改質アスファルト系シート防水

アスポット工法

脱気仕様（ＡＣＳ使用）

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造 はイメージです。

※ディスク・ビスの固定位置は原則として、垂木上とします。

■防火認定

DR- 2013 (1)

DR- 2013 (2)



-

■防火認定
DR-1886(2）
DR-1886(4）
DR-1960(2）

■屋根30分耐火認定
FP030RF-1745

1 耐火認定ルーフデッキ

6 － -

5

2

使用材料名 (㎏/㎡)

1.2 アスタイトM・流し貼り 1.2

IR-DIP750 

-強力ストライプZ

0.35

-強力アドバン-4

アスタイトM・流し貼り

3

強力ハイキャップ

仮固定ディスク併用

DIPSセメントEF・線状貼り

防火認定番号

DR-1960（2）

DR-1886（2）

DR-1886（2）

WIR-015Gシリーズ
改質アスファルト系シート防水DIPS構法
冷熱併用工法
30分耐火認定下地　（断熱材厚さ 30～225㎜）

-

DIPSセメントEF・線状貼り

-

ギルフォーム

仮固定ディスク併用

0.35

ギルキャント

溶融亜鉛メッキ鋼板等

ギルフォームW

・SＤ

保護塗料
塗布量
（㎏/㎡）

SPミッドカラー 0.5～0.7

0.4～0.6 ・SFSPファインカラー

仕様番号の
後ろに追記

SPサーモコート
0.8～1.2

（2回塗り）

※1 保護塗料選定表

-保護塗料 ※1 強力ハイキャップ-

アスタイトM・流し貼り

保護塗料 ※1

1.2

・工程１の耐火認定ルーフデッキには、フラットタイプのIR-DIP750（東邦シートフレーム㈱アイルーフ75）を推奨します。
・ライナーコーピングsなど雨仕舞材の価格は別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPファインカラー、SPミッドカラー）により、設計価格は異なります。
・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。
・耐火認定の詳細については、耐火認定書をご確認ください。

平面部： WIR-015G 立上り： WIRV-015G

使用材料名 (㎏/㎡)

・TH

-

-

硬質木質系セメント板等、

●仕様番号の後ろに追記の例　WIR-015G・TH

-

塗料なし － － DR-1886（4）

4

3

2

1

3

2

1

4

5

平面部

立上り

5
工程イメージ図
※記載の工程図は防水施工のイメージです。

※耐火認定はデッキプレート単体で取得しています。

6



・YPパネルの固定には、指定の木下地専用ビスをご使用ください。
・ライナーコーピングsなど雨仕舞材の価格は別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPファインカラー、SPミッドカラー）の価格は塗料ごとに異なります。
・建設省告示第1365号より、防火地域、準防火地域の屋根に適用できます。
・耐火認定の詳細については、耐火認定書をご確認ください。

SPファインカラー 0.4～0.6

SPサーモコート
0.8～1.2

（2回塗り）
・TH

・SF

SPミッドカラー 0.5～0.7 ・SＤ

●仕様番号の後ろに追記の例　WYPF-015・TH

1 YPパネル-YPパネル

- 保護塗料 ※1

＊シールにはＧＣラインを用いる。

2 強力アンダーＦＳ -

（端部　シール＊）

3 新強力エコフィットＣ -

（端部　シール＊）

4 保護塗料 ※1

Vベース1000 -

（端部　シール＊）

新強力エコフィットC -

（端部　シール＊）

-

※1 保護塗料選定表

保護塗料
塗布量
（㎏/㎡）

仕様番号の
後ろに追記

WYPF-015シリーズ

■屋根30分耐火認定

FP030RF-1352

平面部： WYPF-015 立上り： WYPFV-015

改質アスファルト系シート防水DIPS構法
冷工法
30分耐火認定下地　断熱サンドイッチパネル（厚さ 35㎜）

使用材料名 (㎏/㎡)

-

使用材料名 (㎏/㎡)

3

2

1

2

1

3

4

平面部

立上り

4

工程イメージ図
※記載の工程図は防水施工のイメージです。

※耐火認定はYPパネル単体で取得しています。

溶融亜鉛メッキ鋼板等

ハイテープM

GCライン



※1 平面部保護塗料選定表

●仕様番号の後ろに追記の例　WFL-2GF・TH

- ●防火認定が必要な場合は、SPサーモコート仕上げとする。

-

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9mm以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25mm以上）、鋼製　支持間隔910mm以下　 DR-1960（1）

セメント系ボード（12mm以上）1枚又は2枚以上重ね張り 木製（幅30㎜×高さ25mm以上）、鋼製　支持間隔910mm以下　 DR-1960（1）

直交集成板(36mm以上) DR-1960（2）

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

WFL-2GFシリーズ

WFLV-2GT平面部： WFL-2GF 立上り：

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名 (㎏/㎡)

1 水性プライマーAS 0.2 水性プライマーAS 0.2

2 ダンパーシート - 強力アンダーF -

3 ギルフォーム -
オールコート立上り用 0.8

マットFC -

オールコート立上り用 0.8

4 強力アンダーFS - オールコート立上り用 1.2

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください。（平面部：ステンレスベーパスW、立上り部：ベーパス）価格別途。
・保護塗料（SPサーモコート、SPファインカラー、SPミッドカラー）により設計価格は異なります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

7 保護塗料 ※1 保護塗料 

SPサーモコート SPファインカラー SPミッドカラー

0.8～1.0 0.15～0.3 0.2～0.3

－

仕様番号の
後ろに追記

・TH

・SF

・SＤ

塗布量 （kg/㎡）

SPミッドカラー　0.15～0.3SPミッドカラー0.2～0.3

6 強力フラットA SPベース 0.45

5 オールコート 1.2～1.3

SPサーモコート　0.8～1.0

SPファインカラー0.15～0.3SPファインカラー
0.2～0.3

2回目1回目

4

3

2

1

3

2

1

平面部

立上り

5

6 工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

4

5

7

■防火認定

DR-1960(1)

DR-1960(2)

改質アスファルト防水常温複合工法

レイヤオール工法

断熱・脱気・防湿仕様

6

7



VIT-M920G-W･VP-1

ガムクールFS

（外周部ガムクールFX）

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜以上）、セメント系ボード（12㎜以上） 木製（幅30㎜×高さ40㎜以上）　支持間隔606㎜以下　 DR-0405

木質系ボード（9㎜以上）、セメント系ボード（12㎜以上） 軽量形鋼　支持間隔606㎜以下　 DR-0406

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

■適用勾配が2/10以上の時は以下の仕様番号にしてください。その場合、ガムクールMⅡの1層貼りとなります。

仕様番号

※勾配が30～70°の場合は、防火認定番号が変わります。

・ガムクールMⅡの代わりにガムクールベースEを使う場合もあります。その場合は、シングルセメントの塗布量を0.5kg/㎡とします。
・桟木取り付けの場合、勾配別に桟木の取り付け間隔が異なりますので、施工基準書、施工要領書等を参照してください。
・水切金物、桟木の設計価格は別途加算してください。

適用勾配

2/10～5/10未満

5/10～10/10未満

10/10以上

MGI-01

MGI-02

MGI-03

6 シングルセメント 1.1

7 シングルまたはロフティ― -

4

ガムクールＭⅡ

-

5 -

3 ギルフォームS

2

-

レイコーセメント 1.2

1 水性プライマーAS 0.2

MGI-00シングル/ロフティ―

（水切金物・ｶﾞﾑｸｰﾙﾍﾞｰｽE) -

VIT-M920GK-W-C　

使用材料名 (㎏/㎡)

MGI-00シングル/ロフティ―

水切金物(断熱工法用)

ガムクールベースE （外周部）

中間桟木

ガムクールFX (外周部)

シングル葺 断熱工法
適用屋根勾配：1/10～2/10未満

1

2

3

4

5

6、7

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

■防火認定

DR-0405

DR-0406



-

UP-8　VTシール

-

■下地構成－防火認定番号対応表

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

認定番号

DR-2015(3)

DR-2015(6)

野地板

木質系ボード（9㎜×2枚以上、又は18㎜以上）

－

支持部材

木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　

直交集成板(36㎜以上)

-ビュートップM20 

6

2

VTボンド

3

5 ビュートップM20 

4

0.12

※1 保護塗料選定表

0.4

1 ＶＴエース 0.45 ＶＴボンド

使用材料名 (㎏/㎡)

0.4

GIボードW

平面部： VIT-M920G-W 立上り：

使用材料名 (㎏/㎡)

0.15保護塗料　※1

（断熱材側・シート側　各0.2）

0.15

VIT-M920G-Wシリーズ
塩化ビニル樹脂系シート防水　ビュートップGI工法
断熱接着工法

●防火認定が必要な場合は保護塗料仕上げとする

・接着剤（VTボンド）は、下地の状態により使用量が変動する場合があります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・防火認定が必要な場合、防湿仕様は採用できません。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

●仕様番号の後ろに追記の例　VIT-M920G-W-CC

VTコート

塗布量
（㎏/㎡）

仕様番号の
後ろに追記

保護塗料

C0.15

VTコートC 0.15 CC

保護塗料　※1

3

4

2

1

3

2

1

平面部

立上り

5

6

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

■防火認定

DR - 2015 (3)

DR - 2015 (6)



VIT-M920G-W･VP-1

※2：木質系ボード厚み

普通合板　9㎜以上

- 構造用合板　9㎜以上

構造用パネル　9㎜以上

単板積層材　25㎜以上　等

※3：セメント系ボード厚み

木質系セメント板　12㎜以上

繊維強化セメント板　9㎜以上

フレキシブル板　9㎜以上　等

※4：セメント系ボード厚み

木質系セメント板　9㎜以上

繊維強化セメント板　9㎜以上

フレキシブル板　9㎜以上　等

※5：木質系ボード厚み

普通合板　18㎜以上

構造用合板　18㎜以上

■下地構成－防火認定番号対応表 構造用パネル　18㎜以上

補強材 野地板 単板積層材　25㎜以上　等

※6：セメント系ボード厚み

木質系セメント板　18㎜以上

繊維強化セメント板　18㎜以上

フレキシブル板　18㎜以上　等

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

VT-M920-Wシリーズ
塩化ビニル樹脂系シート防水　ビュートップ
接着工法

VIT-M920GK-W-C　VT-M920-W 立上り：

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名 (㎏/㎡)

1 ＶＴボンド 0.4 ＶＴボンド 0.4

2 ビュートップM20 ビュートップM20 -

3 保護塗料　※1 0.150.15保護塗料　※1

・接着剤（VTボンド）は、下地の状態により使用量が変動する場合があります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・野地板は節の無いラワン合板等、表面が平滑なものをご使用ください。針葉樹合板等で節のある場合は、パテ処理などで表面を平滑にしてください。
・木毛セメント板等の場合は、必要に応じてモルタル処理等を行い表面を平滑にしてください。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

※1 保護塗料選定表

保護塗料
塗布量
（㎏/㎡）

仕様番号の
後ろに追記

VTコートC 0.15 CC

VTコート 0.15 C

●仕様番号の後ろに追記の例　VT-M920-W-CC

木質系ボード、セメン
ト系ボード等　※2、3

― DR-1969-1(1)

― ― 直交集成板(36㎜以上) DR-1969-1(2)

木質系ボード、セメン
ト系ボード等　※2、4

木質系ボード、セメン
ト系ボード等　※5、6

DR-1969(2)

認定番号支持部材

木製（幅30㎜×高さ20㎜以上）、リップ
溝形鋼等 支持間隔1,200㎜以下

木製（幅30㎜×高さ20㎜以上）、リップ
溝形鋼等 支持間隔1,200㎜以下

1

3

2

1

平面部

立上り

2

3

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

■防火認定

DR-1969(2)

DR-1969-1(1)



VIT-M920G-W･VP-1

※2：木質系ボード厚み

- 普通合板　9㎜以上

構造用合板　9㎜以上

構造用パネル　9㎜以上

単板積層材　25㎜以上　等

※3：セメント系ボード厚み

木質系セメント板　12㎜以上

繊維強化セメント板　9㎜以上

フレキシブル板　9㎜以上　等

※4：セメント系ボード厚み

木質系セメント板　9㎜以上

繊維強化セメント板　9㎜以上

フレキシブル板　9㎜以上　等

※5：木質系ボード厚み

普通合板　18㎜以上

構造用合板　18㎜以上

■下地構成－防火認定番号対応表 構造用パネル　18㎜以上

補強材 野地板 単板積層材　25㎜以上　等

※6：セメント系ボード厚み

木質系セメント板　18㎜以上

繊維強化セメント板　18㎜以上

フレキシブル板　18㎜以上　等

DR-1969-1(2)

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

木製（幅45㎜×高さ60㎜以上）、リップ
溝形鋼等 支持間隔600㎜以下　※7

木製（幅45㎜×高さ60㎜以上）、リップ
溝形鋼等 支持間隔600㎜以下　※7

支持部材

VIT-M920GK-W-C　VT-U815-W免振 立上り：

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名

VT-U815-W免振シリーズ
塩化ビニル樹脂系シート防水　ビュートップ
機械的固定工法（フラッタリング耐用ディスク）

(㎏/㎡)

1 UPプレート・免振ディスク - ＶＴボンド 0.4

2 ビュートップU15 ビュートップU15 -

3 保護塗料　※1 0.15 保護塗料　※1 0.15

DR-1969-1(1)

DR-1969(2)

認定番号

塗布量
（㎏/㎡）

仕様番号の
後ろに追記

※1 保護塗料選定表

保護塗料

― ― 直交集成板(36㎜以上)

・プレート、ディスクの固定には、指定の木下地専用ビスをご使用ください。
・接着剤（VTボンド）は、下地の状態により使用量が変動する場合があります。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

※7　ディスクの固定ピッチ、垂木ピッチは想定される風圧力に応じて決定する必要がありますので、弊社営業員までご相談ください。
　　　フラッタリングに対応したビスを使用しておりますが、基準風速38m/sを超える地域についてはお勧めしかねる場合があります。

VTコートC 0.15 CC

●仕様番号の後ろに追記の例　VT-U815-W免振-CC

VTコート 0.15 C

木質系ボード、セメン
ト系ボード等　※2、3

木質系ボード、セメン
ト系ボード等　※2、4

―
木質系ボード、セメン
ト系ボード等　※5、6

1

3

2

1

平面部

立上り

2

3

■防火認定

DR-1969(2)

DR-1969-1(1)

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

※ディスク・ビスの固定位置は原則として、垂木上

とします。



※オルタックエースをオルタックDRに変更できます。

■防滑性ビニル床シート　ビュージスタ仕上げの場合

0.3～0.36

-

端末：VGシールMS ジョイント：溶接棒

※ビュージスタ仕上げは「GRAN」または「AQUA」となります。�

※防滑性ビニル床シート「ビュージスタ」の詳細については別冊ビュージスタカタログをご覧ください。�

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜×2枚以上、又は18㎜以上） 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-2017（3）

直交集成板(36㎜以上) DR-2017（6）

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

WOATI-3 （ビュージスタ仕上げ）
ウレタンゴム系塗膜防水　オルタックエース
断熱複合工法

■防火認定
DR-2017(3)
DR-2017(6)

-ダンパーシート -

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名

OTプライマーA

オルタックシートGA

4

5

1 OTプライマーA 0.2

3 -

2

ギルフォーム

オルタックシートGS -

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください。（平面部：ステンレスベーパスW、立上り部：ベーパス）価格別途。
・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

平面部： WOATI-3 立上り：

立上り用オルタックエース

0.2

2.0

(㎏/㎡)

オルタックエース 1.5

1.0

立上り用オルタックエース

OTコートA 0.2

7

オルタックエース 2.0

6

OTコートA 0.2

－

使用材料名 (㎏/㎡)

セメントVG

ビュージスタ

4

3

2

1

2

1

平面部

立上り

5

7
工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

6

4

5

オルタックＤＲテープＷ セメントＶＧ

ビュージスタ

3



オルタックエース

オルタックエース

OTコートA

※オルタックエースをオルタックDRに変更できます。

■防滑性ビニル床シート　ビュージスタ仕上げの場合

0.3～0.36

-

端末：VGシールMS ジョイント：溶接棒

※ビュージスタ仕上げは「省音やすらぎ」を除きます。�

※防滑性ビニル床シート「ビュージスタ」の詳細については別冊ビュージスタカタログをご覧ください。�

■下地構成－防火認定番号対応表

野地板 支持部材 認定番号

木質系ボード（9㎜×2枚以上、又は18㎜以上） 木製（幅30㎜×高さ25㎜以上）、鋼製　支持間隔910㎜以下　 DR-2017（9）

直交集成板(36㎜以上) DR-2017（12）－

2 オルタックシートGS　

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください（価格別途）。
・防火認定が必要な場合は、本仕様はご採用いただけません。
・勾配用スタイロを使用する場合はご相談ください。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

1 OTプライマーA 0.2 OTプライマーA 0.2

3

1.0

ＯＴコートA 0.25 0.2

4 1.5 オルタックエース

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名 (㎏/㎡)

オルタックエース

平面部： WOATW-3　 立上り：

- オルタックシートGA -

2.0 2.0

WOATW-3 (ビュージスタ仕上げ）

使用材料名 (㎏/㎡)

セメントVG

ビュージスタ

2

1

3

2

1

4

平面部

立上り

3

4

5

ウレタンゴム系塗膜防水 オルタックエース

複合工法

防滑性ビニル床シート ビュージスタ仕上げ

セメントＶＧ

ビュージスタ

オルタックＤＲテープＷ

工程イメージ図
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

5
■防火認定

DR-2017 (9)

DR-2017 (12)



オルタックDR　R

オルタックDR　R

オルタックコートDR

■下地構成－防火認定番号対応表

防水下地材 野地板 支持部材

木質系ボード（9㎜以上） 木質系ボード（12㎜以上） 木製（垂木30×30㎜以上）　支持間隔1820㎜以下 DR-1864（1）

木質系ボード（9㎜以上） セメント系ボード（12㎜以上） 木製（垂木30×30㎜以上）　支持間隔1820㎜以下 DR-1864（2）

セメント系ボード（9㎜以上） 木質系ボード（12㎜以上） 木製（垂木30×30㎜以上）　支持間隔1820㎜以下 DR-1864（3）

セメント系ボード（9㎜以上） セメント系ボード（12㎜以上） 木製（垂木30×30㎜以上）　支持間隔1820㎜以下 DR-1864（4）

木質系ボード（9㎜以上） 木質系ボード（12㎜以上） リップ溝形鋼等　支持間隔1820㎜以下 DR-1864（5）

木質系ボード（9㎜以上） セメント系ボード（12㎜以上） リップ溝形鋼等　支持間隔1820㎜以下 DR-1864（6）

セメント系ボード（9㎜以上） 木質系ボード（12㎜以上） リップ溝形鋼等　支持間隔1820㎜以下 DR-1864（7）

セメント系ボード（9㎜以上） セメント系ボード（12㎜以上） リップ溝形鋼等　支持間隔1820㎜以下 DR-1864（8）

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

2.0オルタックＤＲ　T

4 1.5

2 -

3 2.0

・季節や立地条件等によって、プライマーを変更することがあります。
・腐朽対策、脱気、ふくれ防止に脱気装置を設置してください（価格別途）。
・防滑性能を求める場合には、MチップをOTコート類に添加します。
・防滑処理後でも、降雨後などで水が防水層表面にある場合には、滑ることがありますのでご注意ください。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。
・勾配スタイロを使用する場合はご相談ください。
・パティオール「PT-11」仕様もあります。

認定番号

オルタックＤＲ　Ｔ 1.0

オルタックコートDR5 0.20.2

平面部： WOATW-DR3　 立上り：

OTプライマーA1 OTプライマーA 0.2

-オルタックシートGA

0.2

オルタックシートDR　

WOATW-DR3

(㎏/㎡)使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名

■防火認定
DR-1864(1)
～DR-1864(8)

2

1

3

2

1

4

平面部

立上り

3

5

ウレタンゴム系塗膜防水 オルタックDR
複合工法

オルタックＤＲテープＷ

工程イメージ図（バルコニー）
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。

5

4



■下地構成－防火認定番号対応表

防水下地材（9㎜以上） 野地板（12㎜以上） 支持部材 認定番号

木質系ボード、セメント系ボード 木質系ボード、セメント系ボード 木製（幅30㎜×高さ30㎜以上）、鋼製　支持間隔1820㎜以下 DR-1954(1)

・防火認定仕様については、〈認定の概要書〉をご確認ください。

・上記下地構成は防火認定上の記載であり、躯体・防水下地の強度等を保証するものではありません。

■防火認定
DR-1954（1）

HT-11　
FRP系塗膜防水＋改質アスファルトシート複合工法
ハウタン

平面部： HT-11 立上り：

使用材料名 (㎏/㎡) 使用材料名 (㎏/㎡)

1 ハウタンプライマーA 0.2 ハウタンプライマーA 0.2

3 ハウタンポリマー 0.4 ハウタンポリマー 0.4

2 ハウタンシートM - ハウタンシートM -

5 ガラスマットECM450 - ガラスマットECM450 -

4 ハウタンポリマー 0.8 ハウタンポリマー 0.8

7 ハウタンポリマー（トナー入り） 0.4 ハウタンポリマー（トナー入り） 0.4

6 ハウタンポリマー 0.8 ハウタンポリマー 0.8

・端部雨仕舞材、笠木等は価格別途。
・本仕様は、小面積のベランダ等を想定しています。
・CLT自体で水勾配をとる防水下地構造にする場合は、接合金物による段差が生じない処置をお願いいたします。

8 ハウタン難燃コート 0.5 ハウタン難燃コート 0.5

4

3

2

1

3

2

1

4

平面部

立上り

5

6

7

8

5

6

7
8

工程イメージ図（バルコニー）
※記載の工程図は防水仕様を表したものであり、

下地構造はイメージです。



防水仕様－屋根防火認定一覧

陸屋根

野地板 支持部材

WFX-025G･TH 40

WFX-025GF･TH 39

WSF-015G･TH 42

WSF-015GF･TH 41

WFL-2G･TH　 ※

WFL-2GF･TH 48

WFX-025･TH 43

WSF-015･TH 44

WSAP-020･TH 45

WFL-2･TH ※

WOATI-3・TH ※ SPサーモコート
ギルフォーム
225㎜以下

木質系ボード 垂木 DR-1839(2)

木質系ボード 垂木 DR-2017(3)

－ 直交集成板 DR-2017(6)

木質系ボード 垂木 DR-2017(1)

－ 直交集成板 DR-2017(4)

木質系ボード 垂木 DR-2017(9)

－ 直交集成板 DR-2017(12)

木質系ボード 垂木 DR-2015(3)

－ 直交集成板 DR-2015(6)

木質系ボード 垂木 DR-2016(3)

－ 直交集成板 DR-2016(6)

木質系ボード 垂木 DR-2015(1)

－ 直交集成板 DR-2015(4)

木質系ボード 垂木 DR-2016(1)

－ 直交集成板 DR-2016(4)

木質系ボード、
セメント系ボード等

垂木 DR-1969(2)

木質系ボード、
セメント系ボード等

垂木 DR-1969-1(1)

－ 直交集成板 DR-1969-1(2)

木質系ボード 垂木 DR-2016(9)

－ 直交集成板 DR-2016(12)

木質系ボード、
セメント系ボード等

垂木 DR-1969(2)

木質系ボード、
セメント系ボード等

垂木 DR-1969-1(1)

－ 直交集成板 DR-1969-1(2)

木質系ボード 垂木 DR-2016(9)

－ 直交集成板 DR-2016(12)

●本表の記載内容は概要ですので、詳細は各仕様掲載頁をご覧ください。

※：本書の防水仕様書には非掲載の仕様です。詳細は弊社ホームページにてご確認ください。

下線部入りの下地については、野地板＋補強材の2枚貼り以上となります。

VT-U815-W　 ※
ビュージスタ

(省音やすらぎ除く)
無し

塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
シ
ー

ト
防
水

VIT-M920G-W-C 50 VTコート類
GIボードW
150㎜以下

VIT-M920G-W･VP-1 ※

VT-M920-W　 ※
ビュージスタ

(省音やすらぎ除く)
無し

VT-U815-W 52
VTコート類
又は塗料無し

無し

GIボードW
150㎜以下

VT-M920-W-C 51
VTコート類
又は塗料無し

無し

VIT-M920GK-W･VP-1 ※
ビュージスタ

　GRAN、又はAQUA

ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系
塗
膜
防
水

WOATI-3
（ビュージスタ仕上
げ）

53
ビュージスタ

　GRAN、又はAQUA
ギルフォーム
225㎜以下

WOATIK-3
（ビュージスタ仕上
げ）

※
ビュージスタ

　GRAN、又はAQUA
ギルフォーム
225㎜以下

WOATW-3
（ビュージスタ仕上
げ）

ビュージスタ
　GRAN、又はAQUA

GIボードW
150㎜以下

VIT-M920GK-W-C　 ※ VTコート類
GIボードW
150㎜以下

SPサーモコート 無し

54
ビュージスタ

(省音やすらぎ除く)
無し

木質系ボード
セメント系ボード

垂木 DR-2013(1)

－ 直交集成板 DR-2013(2)

認定番号

改
質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
系

シ
ー

ト
防
水

SPサーモコート
ギルフォーム
225㎜以下

木質系ボード
セメント系ボード

垂木 DR-1960(1)

－ 直交集成板 DR-1960(2)

材種 防水仕様 掲載頁 仕上げ 外張り断熱
下地



勾配屋根

野地板 支持部材

木質系ボード
セメント系ボード

垂木 DR-0405

木質系ボード
セメント系ボード

垂木 DR-0406

MGI-02
MGI-03

※ 30～70度
ギルフォーム
200㎜以下

木質系ボード
セメント系ボード

垂木 DR-0351

MG-00
MG-01
MG-02

※ 30度以下 無し
木質系ボード
セメント系ボード

垂木 DR-0401

MG-02
MG-03

※ 30～70度 無し 木質系ボード 垂木 DR-0355

バルコニーなど

野地板 支持部材

WOATI-DR3 ※ OTコートDR 無し 木質系ボード 垂木 DR-1865(1)

WOATW-DR3 55 OTコートDR 無し 木質系ボード 垂木 DR-1864(1)

木質系ボード 垂木 DR-2017(9)

－ 直交集成板 DR-2017(12)

ＦＲＰ系
塗膜防水 HT-11 56 ハウタン難燃コート 無し 木質系ボード 垂木 DR-1954(1)

●本表の記載内容は概要ですので、詳細は各仕様掲載頁をご覧ください。

※：本書の防水仕様書には非掲載の仕様です。詳細は弊社ホームページにてご確認ください。

下線部入りの下地については、野地板＋補強材の2枚貼り以上となります。

認定番号

ウ
レ
タ
ン
ゴ
ム
系

塗
膜
防
水

WOATW-DR3
（ビュージスタ仕上
げ）

※
ビュージスタ

(省音やすらぎ除く)
無し

材種 防水仕様 掲載頁 仕上げ 外断熱
下地

下地
認定番号

シ
ン
グ
ル
葺
き

MGI-00
MGI-01
MGI-02
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※
※

30度以下
ギルフォーム
200㎜以下

材種 防水仕様 掲載頁 屋根勾配 外断熱













御中

下記の条件で当該建物の屋根面における結露判定を行ないましたのでご報告いたします。

◆建物条件
名称
地域

◆温度条件
室内 外気

温度（℃） 20 25
湿度（％） 60 70

室内：
外気側：

◆判定結果
○屋根構成-１　断熱材有／防湿層有

ＣＬＴ／防湿層間、合板/合板間、合板／塩ビシート間に結露を生じる

No. 層 厚さ 温度 水蒸気圧 飽和水蒸気圧 結露
(mm) （℃） (mmHg） (mmHg）

外気側表面 25 16.63 23.76
1 ビュートップM 2 24.9 16.63 23.65 ○
2 合板 9 24.9 15.75 23.63 ○
3 合板 9 24.8 15.74 23.48 ○
4 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ 25 24.7 15.73 23.35 ○
5 空気層 35 23.1 15.66 21.22 ○
6 ダンパーシート 0.8 23 15.66 21.02 ○
7 ＣＬＴパネル 150 23 10.78 21.01 ○
室内側表面 20.2 10.52 17.71 ○

○屋根構成-２　断熱材無／防湿層有
ＣＬＴ／防湿層間、合板／塩ビシート間に結露を生じる

No. 層 厚さ 温度 水蒸気圧 飽和水蒸気圧 結露
(mm) （℃） (mmHg） (mmHg）

外気側表面 25 16.63 23.76
1 ビュートップM 2 24.9 16.63 23.61 ○
2 合板 9 24.9 15.74 23.57 ○
3 合板 9 24.7 15.73 23.36 ○
4 空気層 60 24.6 15.72 23.16 ○
5 ダンパーシート 0.8 24.3 15.72 22.84 ○
6 ＣＬＴパネル 150 24.3 10.78 22.82 ○
室内側表面 20.2 10.52 17.79 ○

○屋根構成-３　断熱材有／防湿層無
ＣＬＴ～塩ビシート間に結露を生じる

No. 層 厚さ 温度 水蒸気圧 飽和水蒸気圧 結露
(mm) （℃） (mmHg） (mmHg）

外気側表面 25 16.63 23.76
1 ビュートップM 2 24.9 16.63 23.65 ○
2 合板 9 24.9 12.25 23.63 ○
3 合板 9 24.8 12.20 23.48 ○
4 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ 25 24.7 12.16 23.34 ○
5 空気層 36 23.1 11.80 21.22 ○
6 ＣＬＴパネル 150 23 11.80 21.02 ○
室内側表面 20.2 10.52 17.71 ○

○屋根構成-４　断熱材無／防湿層無
ＣＬＴ～塩ビシート間に結露を生じる

No. 層 厚さ 温度 水蒸気圧 飽和水蒸気圧 結露
(mm) （℃） (mmHg） (mmHg）

外気側表面 25.0 16.63 23.76
1 ビュートップM 2 24.9 16.63 23.61 ○
2 合板 9 24.9 11.97 23.56 ○
3 合板 9 24.7 11.93 23.36 ○
4 空気層 61 24.6 11.88 23.16 ○
5 ＣＬＴパネル 150 24.3 11.88 22.83 ○
室内側表面 20.2 10.52 17.79 ○

上記設定による

住宅・建物の結露判定報告書
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御中

下記の条件で当該建物の屋根面における結露判定を行ないましたのでご報告いたします。

◆建物条件
名称
地域

◆温度条件
室内 外気

温度（℃） 18 1
湿度（％） 60 87

室内：
外気側：

◆判定結果
○屋根構成-１　断熱材有／防湿層有

ＣＬＴ／防湿層間、合板/合板間、合板／塩ビシート間に結露を生じる

No. 層 厚さ 温度 水蒸気圧 飽和水蒸気圧 結露
(mm) （℃） (mmHg） (mmHg）

外気側表面 1 4.28 4.93
1 ビュートップM 2 1.2 4.28 5.01 ○
2 合板 9 1.3 5.00 5.04 ○
3 合板 9 1.7 5.01 5.16 ○
4 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ 25 2 5.02 5.29 ○
5 空気層 35 7.4 5.08 7.71 ○
6 ダンパーシート 0.8 7.9 5.08 8.00 ○
7 ＣＬＴパネル 150 7.9 9.07 8.01 ×
室内側表面 17.5 9.28 14.95 ○

○屋根構成-２　断熱材無／防湿層有
ＣＬＴ／防湿層間、合板／塩ビシート間に結露を生じる

No. 層 厚さ 温度 水蒸気圧 飽和水蒸気圧 結露
(mm) （℃） (mmHg） (mmHg）

外気側表面 1 4.28 4.93
1 ビュートップM 2 1.4 4.28 5.05 ○
2 合板 9 1.5 5.01 5.09 ○
3 合板 9 2 5.02 5.27 ○
4 空気層 60 2.5 5.03 5.46 ○
5 ダンパーシート 0.8 3.2 5.03 5.78 ○
6 ＣＬＴパネル 150 3.3 9.07 5.79 ×
室内側表面 17.2 9.28 14.72 ○

○屋根構成-３　断熱材有／防湿層無
ＣＬＴ～塩ビシート間に結露を生じる

No. 層 厚さ 温度 水蒸気圧 飽和水蒸気圧 結露
(mm) （℃） (mmHg） (mmHg）

外気側表面 1 4.28 4.93
1 ビュートップM 2 1.2 4.29 5.01 ○
2 合板 9 1.3 7.87 5.04 ×
3 合板 9 1.7 7.91 5.16 ×
4 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ 25 2 7.94 5.29 ×
5 空気層 36 7.4 8.23 7.71 ×
6 ＣＬＴパネル 150 7.9 8.24 8.01 ×
室内側表面 17.5 9.28 14.95 ○

○屋根構成-４　断熱材無／防湿層無
ＣＬＴ～塩ビシート間に結露を生じる

No. 層 厚さ 温度 水蒸気圧 飽和水蒸気圧 結露
(mm) （℃） (mmHg） (mmHg）

外気側表面 1.0 4.28 4.93
1 ビュートップM 2 1.4 4.29 5.05 ○
2 合板 9 1.5 8.10 5.09 ×
3 合板 9 2.0 8.13 5.28 ×
4 空気層 61 2.5 8.17 5.47 ×
5 ＣＬＴパネル 150 3.3 8.17 5.78 ×
室内側表面 17.2 9.28 14.71 ○

アメダス観測データ　冬場の平均
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＜本現場における耐風圧性＞ 
 

１． 屋根にかかる風圧力の計算 
 
１）計算条件 

下記のような条件で屋根にかかる風圧力の計算を行います。 
 

・所在地       ：茨城県つくば市 
   ・基準風速      ：34ｍ/ｓ 

・建物高さ      ：15.8ｍ 
・屋根の形状     ：陸屋根（10°以下） 
・建物の型      ：閉鎖型 
・地表面粗度区分   ：Ⅲ 
・ﾋﾟｰｸ風力係数    ：屋根の一般部  ： －2.5 

               屋根の周辺部  ： －3.2 
               屋根コーナー部 ： －4.3 
  
 
 
 
 

２）風圧力の計算 
 屋根にかかる風圧力は次式によって計算されます。 

       Ｗ＝ｑ×Ｃf 
          Ｗ：風圧力 
          ｑ：平均速度圧 ｑ＝0.6×Ｅr2×Ｖ02 
          Ｃf：ピーク風力係数  
 

 与条件より、Ｅr＝0.871、Ｖ0＝34 となるので、屋根にかかる風圧力は、 
 
       ｑ＝0.6×(0.871)2×(34)2 ＝ －526.20Ｎ／㎡ 
 

 ピーク風力係数 Ｃf 風圧力Ｗ＝ｑ×Ｃｆ（Ｎ／㎡） 
屋根一般部 －2.5 －1,316 
屋根周辺部 －3.2 －1,684 
屋根ｺｰﾅｰ部 －4.3 －2,263 

 
 となります。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
–– 
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＜耐風圧性の求め方＞ 
 
屋根にかかる風圧力は、建築基準法・建築基準法施工令（第 82 条の 4）・告示（平 12 

建告第 1458 号）に基づいて計算することができます。 
本計算においては、告示に基づいた風圧力を求め、WFX-920G･TH 仕様の固定強度との

対比により、耐風圧性能を検討します。 
 
１．屋根にかかる風圧力の計算： 

 
 屋根にかかる風圧力は、建築基準法・建築基準法施工令（第 82 条の 4）・告示（平  
12 建告第 1458 号）に基づいて計算されます。 

   この計算式に建物の条件（建物の高さ、地域等）を入力して、その建物における風

圧力を計算します。風圧力は㎡当たりの強度で示されます。 
 
２． 防水層の固定強度の計算： 

 
WFX-920G･TH 仕様の各部位の固定強度を求めます。 

     
 
 ３．屋根にかかる風圧力と防水層の固定強度との比較： 

 
   １で求めた屋根にかかる風圧力と、２で求めた防水層の固定強度を比較します。 
   屋根にかかる風圧力より防水層の固定強度が上回っていれば充分な耐風圧性能があ 

ることになります。 
 

 上記の手順により WFX-920G･TH 仕様の耐風圧性を検討します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 1 

 
 

             御中 
 
 
 
 
 
 
 
 

東西アスファルト事業協同組合 
（FRAT Style.ACS 仕様） 

WFX-920G･TH 仕様 防水層の耐風圧性 
 
 

件名：  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019 年  月  日 
 

田島ルーフィング株式会社 
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３）WFX－920G･TH 仕様の各部位固定強度 
 

部  位 固定部材 固定強度（Ｎ／㎡） 

①  合板下地／ｷﾞﾙﾌｫｰﾑ DIPS ｾﾒﾝﾄ EF 6,923 

②  ｷﾞﾙﾌｫｰﾑ／防水層 下貼りﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 
裏面粘着材 22,680 

 
各構成部位における最小強度は下地／ギルフォーム間となり、この位置での固定強

度を用いて防水層の耐風圧性を検討する。 
 
 
 
 ３．屋根にかかる風圧力と WFX－920G･TH 仕様防水層の固定強度との比較 
 

１で求めた屋根面にかかる風圧力と、２で求めた防水層の固定強度を比較します。 
 

 ①風圧力 
（Ｎ／㎡） 

②固定強度 
（Ｎ／㎡） 

比率 
（②／①） 

屋根一般部 －1,316 6,923 5.3 

屋根周辺部 －1,684 6,923 4.1 

屋根ｺｰﾅｰ部 －2,263 6,923 3.1 

 
以上のように、建築基準法に基づく風圧力（上記設定条件における）と比較すると、 

WFX－920G･TH 仕様は十分な固定強度を有しています。 
 

以上 
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２）ギルフォームへの防水層（部分粘着層付下貼りルーフィング）固定強度 
 
 【検討構成】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【試験方法】 
       試験装置：精密万能試験機 ｵｰﾄｸﾞﾗﾌ AG-2000E〔島津製作所製〕 
       試験速度：100ｍｍ／分 
       試験温度：60 ℃ 
 
 【接着強度】 
 WFX－920G･TH 仕様におけるギルフォームと粘着層付下貼りルーフィングの接着力に

ついて、上記試験及び各種裏面粘着層付ルーフィングでの実験結果を基に、安全率を考慮

した上で接着基準強度を設定している。耐風圧性検討に際しては下記基準強度を基に検討

する。  
ｷﾞﾙﾌｫｰﾑ／粘着層付下貼りﾙｰﾌｨﾝｸﾞ間 

 接着基準強度 破壊時の現象 

7.0 Ｎ／c ㎡ 下貼りﾙｰﾌｨﾝｸﾞ裏面粘着層の破壊 
 
 【WFX－920G･TH 仕様おける固定強度】 
  粘着層付下貼りルーフィングの裏面ストライプ状粘着層の接着面積は 54％である。 

接着基準強度より㎡当たりの接着強度は 37,800Ｎ／㎡となる。 
  この数値に安全係数 0.6をかけた 22,680Ｎ／㎡をWFX－920G･TH仕様における防水

層の固定強度と設定する。 
  

ｷﾞﾙﾌｫｰﾑ 

治具 
 ｴﾎﾟｷｼ接着剤 

ｴﾎﾟｷｼ接着剤 

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 

強力ｽﾄﾗｲﾌﾟZ 
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 ２．WFX－920G･TH 仕様の固定強度の計算 
 
 
○FRATstyle 防水層の仕様構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水性プライマー 

DIPS セメント EF 

ギルフォーム 
（断熱材） 

保護塗料 

強力ストライプＺ 
（部分粘着層付下貼りﾙｰﾌｨﾝｸﾞ） 

強力フラットフェース 
アスタイトＭ流し貼り 
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【ソーラーベースＳに作用する荷重】 
 架台強度計算書より、基礎 １基に作用する荷重（最大荷重）は、以下の通りとなる。 

        単位［kN］ 

 Ｘ方向 Ｙ方向 Ｚ方向 

正風時（短期） 0.147 0 -2.174 

負風時（短期） -0.147 0 3.282 

積雪時（短期） 0 0 -1.241 

地震時:X方向（短期） 0.580 0 -0.580 

地震時:Y方向（短期） 0 0.560 -0.580 

 
【ソーラーベースＳの耐力検討】 
 基礎（ソーラーベースＳ）１基当たりに想定される荷重とソーラーベースＳの設計耐力とを比較する。  
 
（ソーラーベースＳ設計耐力）    

ソーラーベースＳの設計耐力は、鉛直方向 6ｋＮ、水平方向 2ｋＮとする設計耐力図で示され、 
  ｢ (Ｎ/6)２ + (Ｑ/2)２ ≦ 1 ｣で示される領域が安全領域となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（耐力の判定）    
   ①正風時    (Ｎ/6)２ + (Ｑ/2)２  ＝ 0.137 ≦ 1  ⇒ ＯＫ 
   ②負風時    (Ｎ/6)２ + (Ｑ/2)２  ＝ 0.305 ≦ 1  ⇒ ＯＫ 
   ③積雪時    (Ｎ/6)２ + (Ｑ/2)２  ＝ 0.043 ≦ 1  ⇒ ＯＫ 
   ④地震時：X   (Ｎ/6)２ + (Ｑ/2)２  ＝ 0.093 ≦ 1  ⇒ ＯＫ 
   ⑤地震時：Y   (Ｎ/6)２ + (Ｑ/2)２  ＝ 0.088 ≦ 1  ⇒ ＯＫ 
 
 

いずれの荷重条件に対しても、ソーラーベースＳに想定される荷重は安全領域にある 

Ｑ

Ｎ

Ｑ

Ｎ

降伏耐力
許容耐力

：実験値

最大耐力

ソーラーベースＳ設計耐力図 
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太陽電池アレイ及び支持物設置用基礎（ソーラーベースＳ）の耐力検討 
 

2016 年 10 月 20 日 
田島ルーフィング株式会社 

 
【設定条件】 
  物件名     ：  
  所在地     ： 茨城県 
  設置面高さ   ： 15ｍ （アレイ面平均地上高） 
  基準風速    ： 34ｍ／ｓ 
  地表面粗度区分 ： Ⅲ 
  積雪条件    ： 一般区域 垂直積雪量 30ｃｍ 単位荷重 20Ｎ／ｃｍ・㎡ 
  設計用水平震度 ： 1.0 
 
  モジュール   ： シャープ製 ND-265MM 
  アレイ傾斜角  ： 0° 
  適用架台    ： ●●●株式会社製  ●●向け架台  (図番：   ) 
 
【耐力検討方法】 

●●●株式会社「〇〇-〇 （仮称）〇〇 太陽光発電設備 基礎にかかる荷重 平成 29 年 6 月 13 日」

(以下、架台強度計算書)より、基礎１基当たりに作用する荷重と、ソーラーベースＳの設計耐力を比較

検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基礎レイアウト： 架台強度計算書より 
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作成 2019/02/01 

防火（飛び火）認定の概要 
認定番号 DR-1960（1） 

認定を取得した構造方法等の名称  
アクリル樹脂系塗装／アスファルト系ルーフィング重・硬質ウレタンフォーム板・野地板［木質系ボード、木質系 

ボード重、セメント系ボード又はセメント系ボード重］表張／支持部材［木製、鋼製又は金属折板製］屋根 
認定仕様の構成 

下地 

野地板 

（１）木質系ボード：厚さ①～⑦9㎜以上、⑧36mm以上 ①～⑧を 1枚または 2枚以上重ね張り 
① 普通合板  （JAS）  ② 構造用合板（JAS） ③ 素地パーティクルボード（JIS A 5908）  
④ 構造用パネル（JAS） ⑤ 中密度繊維板（密度 0.7g/cm3以上）（JIS A 5905） 
⑥ 集成材        ⑦ 単板積層材    ⑧ 直交集成板（JAS） 

（２）セメント系ボード：厚さ 12㎜以上 ①～③を 1枚または 2枚以上重ね張り 
① 木質系セメント板 （JIS A 5404）   ② 繊維強化セメント板（JIS A 5430） 
③ ケイ酸カルシウム板（JIS A 5430） 

支持 
部材 

（１）木製（たるき） 
  一般製材：30×25㎜以上・設置間隔 910㎜以下 
（２）鋼製 ①～⑤の一・設置間隔 910㎜以下 
  ① リップ溝形鋼（JIS G 3350）断面寸法：60×30×10×1.6mm以上 
② 溝形鋼   （JIS G 3192）断面寸法：75×40×5.0mm以上 
③ 山形鋼   （JIS G 3192）断面寸法：40×40×2.0mm以上 
④ 一般構造用角形鋼管（JIS G 3466）断面寸法：40×30×1.6mm以上 
⑤ Ｈ形鋼   （JIS G 3192）断面寸法：100×50×5.0mm以上 

（３）金属折板製 
鋼板種類 SDP1T、SDP1TG、SDP2、SDP2G、SDP3、SDP4、SDP5、SDP6 

  フラットデッキ：鋼板厚さ 0.8ｍｍ以上 鋼板高さ 30～80ｍｍ リブ間隔 145～210ｍｍ 

勾配 30°以下 

断熱材 硬質ウレタンフォーム保温板：25～225㎜（25～75㎜×3枚以下重ね張り） 

適用仕様 

東西アス仕様 
BANKS工法  ：JSX-925GF(G)･TH、JSX-920GF(G)･TH、WJSX-925･TH、WJSX-920･TH 
ストライプ工法：SX-920GF(G) ･TH 、SX-915GF(G) ･TH  

WSX-920GF(G) ･TH 、WSX-915GF(G) ･TH  
自着工法：SF-915GF(G)･TH、WSF-915GF(G)･TH  
APEX：AFX-30G(F)、AFX-45G(F) FRAT Style：FX-920GF(G) ･TH、WFX-920GF(G) ･TH 
アスレイヤ Neo：SAL-200S･TH、WSAL-200S･TH 

DIPS構法（硬質木質系セメント板：1枚以上敷設） 
 ：HT-915G・AS(AW)･TH、HT-920G・AS(AW)･TH、HTJ-920G・AS(AW)･TH、 

HTJ-925G・AS(AW)･TH、HTF-915G・AS(AW)･TH、HTFX-915G・AS(AW)･TH 
IRJ-920GF(G)･TH、IRJ-925GF(G)･TH、IR-915GF(G)･TH、IR-920GF(G)･TH、 
IRF-915GF(G)･TH、WIR-915GF(G)･TH 、WIR-920GF(G)･TH、WIRF-915GF(G)･TH 

ポリマリット（トーチ工法）：PST-300C（S）･TH、PST-200C(S)･TH 
ガムクール（自着工法）：GCS-300S･TH、GCS-200S･TH ＊適用仕様は適宜更新されます。 

構造説明図 
※支持部材の傾斜角度 
：0°以上 30°以下 
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